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として知られている。西川泰夫「『心理学』，学名の由来














































































































































































　（欄外）佛朗西語意識、與良知一。曰内官 ( サンインチム )。對立※１官而爲六。猶儒謂思之官。二重意識、區而
爲三。知斯有知之意識。思斯有思之意識。感斯有感之意識。又渉此三區分之細別則又有其意識。記事斯有記之意
識。欲願斯有欲願之意識。皆此類也。
※１	底本には「對立官」とあるが、国立国会図書館憲政資料室所蔵の原本によれば「對五官」の誤り。
　夫れ意とは君主爲りて、君主の職任を、意識と曰う。英語の孔
コンシュースニス
修斯尼士は、是れ其の萬機に親臨する所以なり。
之を解する者曰く、意識とは、現在の事物を認識するの經過の謂なり、と。又た曰く、人心の中、二重の知識有
り。其一は、吾れ其の物を知る、其の二は、吾れ又た我れの其の物を知るを知るなり。前者を知覺と爲し、後者を
意識と爲すも、亦た通ず、と。又た曰く、吾れ既に某事を知り、事故有るが爲めに、人に對して陽に知らずと爲す
も、然るに其の心に於いては、則ち實に之を知る。是れ意は心の主、即ち自己是れなり。自己外の事は、之を欺く
を得可きも、自己は、則ち欺くを得べからざるなり、と。此の説は過去に渉る、故に之を記性の意識有りと謂わ
ば、則ち可なり。之を直ちに其の意識有りと謂わば、則ち不可なり。蓋し意識とは、唯だ現在に在りて、印象する
の瞬間に接して存するのみ。事物は斯に轉じ、意識も亦た隨いて轉じ、既往に溯らず、將來を憶わず。苟し既往に
溯らば、則ち記性に屬し、苟し將來を憶さば、則ち理性に屬す。唯だ此の二者を外にして存するは、正に意識と謂
うを得べきのみ。然りと雖も、既往の事を記して、心中に再現するは、便ち既往を記すの意識に有り。將來の事を
憶するは、便ち將來を憶するの意識に有り。是れ親臨の君權、須臾も停息するを得ざる所以なり。吾人は、唯だ夢
寐の中に在らば、此の力の停息を覺すのみ。是れ醒めて後に推知する所と爲す。故に、夢とは徒だ記性の再現爲り
て、意識の束攝の力無きを知る。是こを以て次序混亂し、變幻常無く、其の意識一たび覺醒を來たすにに及びて
は、理記の兩性を併せて、共に活潑と爲り、是れ所以に人の能く夢中錯亂の狀を記し、醒めて後ち自ら却って之を
疑うなり。
	（欄外）佛朗西語の意識は良知と一なり。 内
サンインチム
官 と曰う。五官に対して※１六と爲す。猶お儒の思の官と謂うがご
とし。二重意識は、區して三爲り。知には斯ち知の意識有り。思には斯ち思の意識有り。感には斯ち感の意識有
り。又た此れ三區分の細別に渉れば、則ち又た其の意識有り。事を記すに斯ち記すの意識有り。願わんと欲する
に斯ち願わんと欲するの意識有るは、皆な此の類なり。
　そもそも「意」こそが、君主であり、君主の役職を「意識」という。英語の「孔修斯尼士〔consciousness）」は、
それがあらゆるはたらきに直接関わっていることをいう。これを解釈する者は次のように述べている。「意識」と
は、今ここにある事物を認識しているという経験をいうものである、と。さらに次のように述べる。人心には二重
の知識がある。その一つ目は、主体がその物を知ること。その二つ目は、主体がさらにまた、自分自身がその物を
知っている、ということを知ることである。前者を「知覚」とし、後者を「意識」とする、と述べてもよい。さら
に次のように述べている。自分がある出来事を知った以上、実際に事柄があったのだから、人に対して知らない振
りをしたとしても、その心の内においては、実はこのことを知っているのである。つまり「意」は、心の主部で
あって、「自己」というのがそれである。自己［心の主］以外の事柄については、欺くことができるが、自己を欺
くことはできない、と。この説は、過去にまで話が及んでいる。そのため記憶という意識がある、ということがで
きるのである。（しかし）、これをただちにその「意識」である、ということはできない。と言うのも、「意識」と
いうのは、他でもない、今この時にあって、事物が心に思い浮かんだその瞬間に存在するものであり、事物が変化
すれば、「意識」もまたそれに従って変化し、過去のことがらに遡るものでも、未来を思い描くものでもないから
である。もし過去に遡るのであれば、それは記憶に属しているもので、もし未来を思い描くのであれば、それは理
性に属しているものである。ただ、この（記憶や理性といった）二者に対して外にあるものとして存在するものこ
そが、まさに「意識」ということができるのである。しかしながら、過去の出来事を記憶していて、心中で（それ
を）再現するというのは、つまり過去を記憶しているという「意識」があるということである。未来のことに思い
146 訳注
を馳せるというのは、つまり未来を思い描いているという「意識」があるということである。これはつまり（すべ
てのはたらきに）直接関わっている心君の権限が、一瞬たりとも停まることがないためである。我々は、ただ夢の
中にある時だけ、この力が停止していることに気がつく。これについては、目覚めた後で推し測って知ったことで
ある。だから、夢とはただ単に記憶の再現に過ぎず、そこには「意識」の構成力が及んでいないことが分かる。こ
れによって（夢の中では）順序が混乱し、変幻自在であって定まることがなくても、その「意識」が一度目覚めた
ならば、理性と記性の両方はともに活発にはたらくようになる。だから、人は夢の中の非現実的な出来事を記憶し
て、目覚めた後に不審に思うことができるのである。
	（欄外）フランス語でいう「意識」は「良知」と同じである。内官〔sens	 intime〕という。五官に対してそれは
六つ目のものである。あたかも儒教にいう「思」の役割のようなものである。（上に述べた）二重の意識は、三
つに区分できる。知ることには知るという意識がある。思うことには思うという意識がある。感ずることには、
感じるという意識がある。さらにこの意識を三区分に細別しようとすることにおいても、そのような意識があ
る。事柄を記憶することには、記憶しようとする意識がある。願おうと思えば、願おうとする意識がある。いず
れもこの類である。
	 ○意識　この意味内容については本文に譲る。「意識」という語句自体は、元来仏教用語である。中村元『佛教語大辞典	縮
刷本』（東京書籍、1981）では、「識知し、思考する心。識知する心。思う心。現代語としての『意識』とは必ずしも同じで
はない。意識は過去・未来の対象に向かってはたらく。すなわち過去を追想し、未来を予想することができる。第六識。」
とある。確かに、本文における「意識」が、「現代語としての『意識』」であるならば、今においてはたらくとされている以
上、仏教概念としての意識とは同一のものであるとは言えない。ただし、「意識界」という意味で用いられる場合は、「意識
の領域。意識的判断の領域。心の識別作用。十八界の一つ」［眼・耳・鼻・舌・身・意の六根と、色・声・香・触・法の六
境とを合わせて十二処という。この十二処の一つ一つを界（dhātu 領域の意）と称し、これに眼・耳・鼻・舌・身・意の六
識を加えて十八界という。］」とあり、「知覚」を意味していると言えるであろう。○親臨　天子が親しく事に臨むこと。『後
漢書』梁統傳「建塋於恭懷皇后陵傍。帝親臨送葬、百官畢會。」○認識　物事の区別を知ること。「識認」という語では『三
国志』巻六十、呉書鍾離牧伝に見られる。○経過　この語句自体は古いものである。『漢語大詞典』では、「行程所過；通
過」の意として、『淮南子』時則訓の「日月之所道」に対する漢の高誘注「日月照其所經過之道」を典拠に挙げている。た
だし本文における意味としては、「経歴；過程」として理解するべきであろう。もっとも、これについては、沙汀（1904-
1992）の「還郷記」を典拠に挙げている。したがって、この意味の用例としては、西周のほうがより古い。○知識　『漢語
大詞典』では、「瞭解；辨識」の意として、漢の劉向『列女傳』齊管妾婧伝の「人已語君矣。君不知識耶」を典拠に挙げる。
○知覚　『漢語大詞典』では、「感覚」の意として、宋の朱熹『中庸章句序』の「心之虛靈知覺、一而已矣」を典拠に挙げ
る。○現在　仏教用語として過去・現在・未来の「三世」の一つを意味する。○瞬間　『漢語大詞典』に「瞬息之間」の略
とある。この最古の用例としては、『北史』魏紀に「雅長聽察、瞬息之間、下無以措其姦隱」とある。○記性　『漢語大詞
典』では「記憶力」の意として、唐の鄭穀『蜀中寓止夏日自貽』の「道阻歸期晩、年加記性銷」を典拠に挙げる。○既
往　『漢語大詞典』には、「以往；過去」の意として、『書経』太甲中篇の「既往背師保之訓、弗克於厥初、尚頼匡救之德、
圖惟厥終」を典拠に挙げる。○夢寐　『大漢和辞典』では、「謂睡夢」として、『後漢書』郎顗傳「此誠臣顗區區之念、夙夜
夢寐、盡心所計」を典拠に挙げる。○停息　『漢語大詞典』では、「停止；止息」の意として、晋の陶潜『雑詩』之十の「驅
役無停息、軒裳逝東崖」を典拠に挙げる。○活潑　「活溌溌地」について、『朱子語類』巻第六十三「活潑潑地。所謂活者、
只是不滯於一隅」とあり、一所に留まることなく活動し続けている様をいう。○ Sens intime　現代フランス語としては使
われていない表現。「Sens」は感覚、直感、センス、感官。「Intime」は心の底の。本質的な。英語の intimate。○良知　『孟
子』盡心章の「人之所不學而能者、其良能也。所不慮而知者、其良能也」。朱熹の『孟子章句』には、「良者、本然之善也」
とある。○思之官　『孟子』告子「心之官則思。思則得之、不思則不得也。」
